
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

第 1253回 （本年度 28回） 

平成 26年 2月 6日（木） 
 

世 界 理 解 月 間 
 

点  鐘  河 合   束    会 長 
 

司  会   若 狭  滋 則  会場監督 
 

斉  唱 「君が代」「奉仕の理想」 
 

お客様紹介 
 

范 惠怡（ジョイス）さん（米山奨学生） 

会員お祝い  おめでとうございます ♪ 

島田 叔昌 会員  
(昭和11年2月5日生) 

 
小林 克司 会員  
(昭和 31年 2月 26日生) 

 
 
卓  話 「米山奨学生の 2年間」 

米山奨学生：范  惠怡（ジョイス）さん 

あと 1 か月で米山奨学

生を卒業することとな

りました。この 2 年間を

振り返って話しをさせ

ていただきます。 

 マレーシアでは、マレ

ー人を優遇して華人や

インド人には、福祉や教

育の面で差別されている現状があります。例えば、私は

独立中学校を卒業しましたが、その学校は政府と対立し

ていました。政府はマレー語ではなく、中国語で教えて

いる学校を良く思っておらず、そのような学校は辞めさ

せたいと思っているからです。そういう学校を卒業した

学生が統一試験を受けても、国立大学には合格すること

ができません。このような状況を見て、私はまず「国か

ら出よう」と考えました。そうすれば何か変わるのでは

ないか。そのためにも留学したいとずっと思っていまし

た。学校の進学キャンペーンで、日本語学校の紹介をし

ており、日本の文化が好きだった私は「これはチャンス」

と思い母に相談しました。母子家庭のため、経済的にも

絶対に無理だったのですが、母は私の夢であり目標なの

だからと賛成してくれました。母は祖父に借金をして、

最初の学費と半年間の生活費を用意してくれました。 

 来日してすぐ働かなくてはいけないと思い、日本語学校

に通いながらバイトを探しました。全然日本語が喋れなか

ったのですが、お寿司屋さんで働くことができました。日

本語のわからない私を雇ってくれたことを、今でもとても

感謝しています。 

 日本での生活は物価や生活費が高く、本当に辛かったで

す。マレーシア人の女性 4 人で 1 つの部屋に住み、スーパ

ーでは値引き品を買い、自炊して節約に努めました。 

当時、日本語学校を卒業すれば大学に入学できると思っ

ていたのですが、それは無理でした。そのため、自分で専

門学校を探し東京へと移りました。これ以上、母に迷惑を

かけられないと、毎日バイトに明け暮れていました。専門

学校で JASSO（日本学生支援機構）から毎月 5 万円の奨学

金を受け取っていましたが、まだまだ足りませんでした。 

 その後、大学からも学費免除を受けることができたので

すが、3 年生までしかもらえません。どうしようかと思っ

ていた時に、たくさんの奨学金制度があると知り、3 つ申

請を出しました。その中の１つが米山奨学金制度でした。

面接のときは、目の前に 7 人のロータリアンがいて、最初

はとても緊張していましたが、ニコニコしてお話を聞いて

下さるので、緊張がほぐれ安心してアピールすることがで

きました。 

そして合格。その後のオリエンテーションでこのクラブの

ロータリアンと会うことが出来ました。山本さん、鈴木さ

ん、若狭さんと居酒屋に行き、食べながらたくさんの話を

して、今後の奨学生生活がとても楽しみになったのを、今

でも覚えています。 

 例会に参加した時、皆さん経営者ということで、とても

びっくりしたと同時に、これから色々な人と会い、色々な

話が聞けると楽しみに思いました。日本人の学生でもこの

ような機会はないと思います。奨学金をもらいながら、こ

ういう機会があるというのは、とても嬉しいことだと思い

ます。 

 米山奨学金は毎月

10 万円で、毎日バイト

していた私にとって、

とても大きなもので

した。大学でゼミに参

加し、ゼミ長としての

役割も果たすことができ、本当に助かりました。就活の時

も皆さんに相談にのってもらいました。皆さんの意見を聞

いて参考にし、とても良い会社を選ぶこともできました。

4 月からの入社が楽しみです。 

 毎月 1 回の例会をとても楽しみにしています。例会に来

ると、皆さん熱い笑顔で迎えてくれます。日本のパパとマ

マ、家族がいると感じられました。米山奨学金はただお金

をあげるのではなく、たくさんのイベントも開催してくれ

ました。米山記念館訪問、クリスマスパーティーなど、他
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『ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を』 Engage Rotary Change Lives 

ＲＩ会長 ロン Ｄ.バートン 第２５９０地区ガバナー 市川 緋佐麿 



の留学生と知り合う機会も与えてくださいました。カウ

ンセラーを付けて、社会人としての話を聞かせてもらっ

たり、人間関係を作ってもらいました。この経験や、例

会で聞かせてもらった話は、これからの自分にとても役

に立つと思います。 

 あと 1 か月で卒業しますが、まだまだ日本にいます。

ここからマレーシアのことを変えることが出来たら、や

ってみたいと思っています。 

 これからも、例会に呼んでください。絶対に来ます。 

2 年間、本当に有難うございました。 

会員出席報告      戸 張  裕 康 親睦委員長 

本 日 
会 員 数 出 席 欠 席 出 席 率 

２２名 ２０名 ２名 １００％ 

前々回(1月 23日)欠席 4名 Make up 2名 １００％ 
 

ニコニコ報告      戸 張  裕 康 親睦委員長 
 
小林 敏伸 様（川崎中 RC） 

  1 月 30 日メークアップに来ました。いつもお世話に

なっております。 

河合  束 会長・市川 功一 幹事 
立春が過ぎたとたんにこの冬一番の寒波が襲って来
ました。十分な寒さ対策が必要です。今日はジョイス
さんの卓話楽しみにしています。卒業後も時々声をか
けますので当クラブへ遊びにいらして下さい。 

 高瀬 建夫 会員 
   2 月３日節分祭、丸子山王日枝神社で、山本さん、若

狭さんのご配慮により豆まきをさせて頂きました。 

一生の良い思い出が出来ました。山本さん、若狭さん
本当に有難うございました。今年は年男でもあり良い
事が多くありそうな気がします。 

そこで一句 

「豆まきし 恵方巻食べ 福は内」 

ちょっと欲張りかな！！！ 

 鈴木 次男 会員（米山カウンセラー） 
   ファン・ジョイスさん、今日の卓話しっかり頑張って

下さい。ジョイスさんは来月が最終例会となります。 

 山田 一之 会員 
   先週の炉辺会合すっかり忘れました。すいません。 

しみじみ年を感じる昨今です。 

都倉 八重子 会員 
  「世界らん展」いよいよ来週 15 日～23 日まで東京ド
ームで開催されます。最終日にはステージでデモンス
トレーションを行います。見にいらして下さい
ね！！！ 

 戸張 裕康 親睦委員長 
   明日開幕の「ソチオリンピック」が楽しみです。テロ

がなければいいなと思います。 

ＳＡＡ一同 
   ジョイスさん、早いもので 2 年間が過ぎようとしてい

ます。本日の卓話宜しくお願い致します。 
 
「みんなニコニコ」 

  頑張れ ジョイス ！！！ 

原   秀元 会員・小林 克司 会員・会田 公雄 会員 

山本  剛 会員・島田 叔昌 会員・小泉 正博 会員 

小林 正樹 会員・松川 正二郎 会員・黒澤 穣 会員 

宮崎 玲児 会員 

≪一般法人 比国育英会・バギオ基金をご存知
でしょうか≫ 

1981年に第２７５０地区と第２５８０地区からの 7つ
の RCが共同で立ち上げた基金です。現在は日本の RCは約
３００、地区は当然３４地区からで、現在まで約３,００
人のロータリアンから寄付を頂いています。フィリッピン
の高校・大学生約３,２００人に奨学金を１９８１年から
授与しています。今年度は第３５回目の訪比で、55人の
ロータリアンと家族でルソン島のバギオ市を訪問（マニラ
からバスで休憩を入れ 7時間）、目を輝かした山岳の貧し
い家に住む奨学生の家庭訪問をしたり、シスター海野記念
会館を 15年前に設立し、そこで奨学金の授与式を行い、
バギオの RCと合同例会に６０人の奨学生を招待、また奨
学生の高校生 20人を初めてのマニラに招待してマニラ見
物をさせてました。  
★1903 年（明治 36年）ルソン島の軽井沢と言われている
標高１,６００米の高地にあるバギオという米国人の避暑
地でしたが、道路がなく日本人の労働者がバギオ山頂に達
する道路を請負ました。約２,００人の日本人労働者が完
成するまでに道路５０米に１人計７００人が亡くなった
そうです。完成後現地に残った日本人は現地の人と結婚し
たりして、フィリッピン各地でそれはそれは豊かな邦人社
会を作って生活していました。ところが米国のいう太平洋
戦争で米軍の反撃を受け約６０万の日本軍兵士・軍属・一
般日本人が１０万しか生き残れませんでした。最後の激戦
地がバギオだったのです。日本軍は山下将軍の下で戦いま
したが、海を覆う米国艦隊の砲撃と空爆で反撃は不可能で
した。バギオの日系人は当然日本軍に協力します。日本軍
の後を追って山中に逃げ込みましたが、米軍の艦砲射撃、
爆撃で死にました。そして敗戦後は日本軍に協力したとし
て父親や青年は殺され、残った家族は日本人であるとわか
ると迫害を受けましたので、日本人であることをひた隠し
に隠して山中でひっそりと暮らしていました。 バギオに
赴任したシスター海野女史が、そのことを知り、山中に入
って一人また一人と救出したのです。山中ですから学校は
なく字も読めない浮浪児のような子です。彼らの母親の一
番の願いは子どもたちの教育でした。シスター海野さんは
自分が、その教育費を出していたのですが限りがあります。
東京城西 RCの会員がそのことを知って１９７８年ごろか
ら救援物資と資金を持参していました。そして第２７５０
地区と第２５８０地区の 7つの RCが共同で 1981年に「バ
ギオ基金」を創設し、資金を寄付して、その利息で上記の
ように当初は日系の児童を救援していましたが、現在、９
割はフィリッピンの高校生とバギオ大学の学生が奨学金
を受けています。すでに記しましたが約３,５００人が奨
学金受け、奨学金はバギオ RCとバギオ・サマー・キャピ
タル RCと北ルソン比日基金理事長、アジアで初めての日
本名誉総領事のカルロス寺岡さんにお渡しし、奨学生を決
めて貰っています。カルロス寺岡さんの二人の兄は日本軍
に協力して行方不明。寺岡さんは 14歳、母と妹と叔母は
米軍の砲弾と空爆で亡くし、１１歳の妹と８歳の従兄弟の
３人で生活、散々苦労して、財産を取り返す裁判などご苦
労の連続でしたが、６０歳の定年後に始めた養鶏場が順調
で、現在は年間１２０万羽の鶏を出荷する事業になった成
功者です。穏やかな思いやりのある老紳士です。シスター
海野さんは 1911年、静岡市生まれ東京豊島師範学枚卒、
大連・撫順で幼稚園長をつとめ、1942年「マリアの宣教
者フランシスコ修道会」に入会、1972年の還暦を契機に
フィリピンの貧しい人々のため余生をささげるべく渡比
しました。フィリッピンで迫害を恐れ日系人であることを
隠して貧しい棄民状態にある人々を一人ひとり探し出し、
その生活や育英事業、農業協同組合結成などに尽力してい
ました。海野さんのお墓詣でもしました。  
坂本 俊雄 様（東京八王子南ＲＣ）ＪＲＩＣ会員より 
 

ニコニコボックス 本日 19,000 円 累計 510,000 円 

記念日ニコニコ 本日    10,000 円 累計 55,000 円 


